
（別紙３）

～ 2026年　1月　7日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年　1月　5日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもの興味や課題に合わせたプログラムのレパートリー
を増やしていけるよう、積極的な研修参加・自己研鑽に努め
ていく。

2

・無理なく挑戦できる工夫をさらに一歩進め、成功体験を確
実に積み重ねるための環境を整えていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・重要事項説明書を説明する際、丁寧で分かりやすい説明を
心がける。またホームページからリンク付けし、マニュアル
をいつでも読めるようにしていく。

2

・相談支援事業所やスクールソーシャルワーカー（SSW）を
通して、関係を築きながら連携できるようにしていく。

3

○事業所名 キッズサポートniconico(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間 2025年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・非常時発生の備えやマニュアル等について十分な周知がで
きていない。

・重要事項説明書を説明する際に、非常時の備え、避難訓練の
有無などについてお伝えしているが、実際に訓練の場に遭遇す
る機会がないため、イメージしにくい。

・学校との連携ができていない。 ・関係機関を通して連携を行えていない。

・活動プログラムが固定化しないよう必要に応じて支援後、ま
たは翌日に振り返りを行い、子どもに合わせてプログラムを工
夫している。

・子どもの様子、問題点、改善点などより良い支援につながる
よう話し合い共有を行っている。

・学校等での困り感を減らせるようにサポートを行い、生きる
力をつけられるように取り組んでいる。

・学校での生活状況を確認し、本人が困っている部分に合わせ
た課題を設定をしている。本人の興味があることだけでなく、
新しい活動を提供することで、興味の幅を広げ、多角的なもの
の見方ができるよう取り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


